会　　　　議　　　　録

	審　　議　　の　　内　　容　　（審議経過、結論等）

	　⑴　新座市地域公共交通システム計画（案）について
　議題⑴について、資料１－１、１－２、２－１、２－２及び３を使用して、

事務局から説明をした。

【概要】

・　パブリックコメントを受けて、素案への御意見等と御意見等に対する市の考え方について説明した。

（意見を受けて変更した点）

　　＜計画の名称＞

前回会議において、計画の名称を「新座市地域公共交通計画」とすると、地域公共交通活性化再生法に基づいた「地域公共交通計画」と誤解を招く恐れがあるとの御意見をいただいたため、「新座市地域公共交通システム計画」と名称を変更した。

　　＜運賃及び無料乗車証制度＞
　　本市のコミュニティバスの収支率は、コロナ禍以前の令和元年度で１２．６％と、とても低い状況である。にいバスは福祉的な役割を担いつつも、今後も継続して運行していくためには、一定の受益者負担が必要であるが、今回のパブリックコメントを受け、改めて収支率を試算し、大人運賃を路線バス初乗り運賃である１８０円、子ども運賃をその半額の９０円とする案に変更した。

無料乗車証の対象年齢については、７５歳以上に引き上げることにより、収支の改善が見込まれることから、年齢については、７５歳以上のままとし、発行手数料を無料とした。また新たに妊産婦への無料乗車証の発行を実施することとした。

＜コミュニティバスのルート案＞
　志木ルート
　　①　新座団地内は、新座駅・新座市役所方面の便のみ経由する案としていたが、志木駅方面への運行を求める御要望を多くいただいたことを受け、ダイヤを工夫し、志木駅方面の便についても新座団地内を経由することとした。

②　北野中央バス停から、神明神社脇を通り旧川越街道に出る案としていたが、北野入口バス停の維持などの御意見を受け、北野入口バス停を経由し、志木街道を通るルートとした。

③　ふるさと新座館から旧川越街道を通り、水道道路に入り野火止氷川神社付近に新設のバス停を設置することとしていたが、志木ルート全体の所要時間を少しでも短縮し、運行本数の確保を図るため、水道道路を通るルートではなく、水道道路沿いにあるタイヤ館付近にバス停を設定し、折り返すこととした。

結果として志木ルートは、現行で走っている北コースに野火止８丁

目付近が加わる形となることから、現状と運行本数は変わらないが、

ダイヤ等をうまく工夫して利便性の確保に努めていく。

　東久留米ルート

①　所要時間短縮のため、富士見新道を通るルートとしていたが、県営新座南団地付近や総合体育館前を通るルートを求める要望を頂いたことを受け、現在の総合運動公園及び体育館のバス停を維持するルートとした。

　ひばりが丘ルート

①　新座駅南口まで運行するルートとしていたが、それによりルートの走行距離が長くなるため、運行本数の確保が困難となり、利便性の向上が図れないことから、ひばりヶ丘ルートについては新座市役所止まりとした。今回、乗り継ぎ制度も導入するため、新座駅までの移動の際は市役所で乗り継いでいただく。

　　　　　

　　　（意見等を受けて変更できなかったもの）

＜ルート＞
①　ひばりヶ丘ルートで堀ノ内病院・老人福祉センター周辺への運行を求める要望を頂いたが、これ以上の運行ルートの延長は困難なことから、ルートの修正はしないこととする。新座市役所で他ルートへ乗り継ぎしやすい時刻設定となるよう、工夫していく。
②　清瀬ルートで水道道路を通り、県営馬場団地付近へのバス停の設置を求める意見を頂いたが、コミュニティバス事業者と運行ルート等について協議を行った結果、安全にバス停を設置できる場所の確保が困難であったことから、素案のとおり平林寺大門通りを通るルートとした。
　　　　＜デマンドタクシー＞

　　　　　　①　本格導入の要望をいただいたが、前回会議でも説明したとおり、にいバスは路線バスを補完するもの、デマンドはさらに補完するものとの考えている。にいバスの再編により、多くの交通不便地域が解消されることなどから、現時点ではデマンドタクシーの本格導入は実施しないが、今後の課題として、引き続き状況を注視しながら検討していく。

　　　　

⑵　今後のスケジュールについて
　　議題⑵について、資料４を使用して、事務局から説明をした。

【概要】

・　計画案について今回の本会議を受け修正し、市としての計画として手続きを行っていく。

・　にいバスの再編ルートや細かいバス停の位置、時刻表についてコミュニティバス事業者や道路管理者、交通管理者と調整を行い、調整が調い次第、９月頃を目標に再度地域公共交通会議を開催する予定である。会議では詳細なルートや時刻等について提案させていただき、了解を得られれば、陸運局へ認可申請をしていく。

・　新しいルートを運行するための車両を１台購入する必要があり、環境への配慮のため、電気バスを購入する予定である。コミュニティ助成金が活用できたため、６月の市議会定例会に補正予算として車両購入費を計上している。９月に財産取得についての議案を提出し、納車については、令和５年２月頃の予定となっている。

・　陸運局への認可が下り次第、来年４月の運行開始を目標に市民の皆様への周知活動やバス停の設置工事等、準備を進めていきたいと考えている。
【質疑応答】


　・　議長

　　　当初令和４年秋頃の運行開始を目指していたが、新しいバスの購入、議会の議決の兼ね合いや新型コロナウイルス感染症の影響等により、運行開始時期が令和５年度４月からの運行開始に延期となったことを御理解いただきたい。

　　　新しい車両については、環境に配慮した電気自動車を考えており、今後どのルートで走らせるのか協議していく。

　　　また、新車両のラッピングについても今までと異なるデザインを考えている。

事務局からの説明があったが何か意見はあるか。

　　・　委員

　　　　コミュニティバスの再編について、持続可能なものにしていくという視点においては、労働力に限りがあることから、路線バスとコミュニティバスが共存していけるようにしていかなければならないと考える。これを念頭に引き続き協議をしていきたい。

　　・　委員

　　　　バス事業者として、路線バス、タクシー、コミュニティバスは市民の交通手段として共存すべきものと考えている。主たる鉄道駅への移動するための路線バスやタクシー、それを補完するコミュニティバスは交通空白地域の解消を目指すべきものと考えている。高齢者や障がい者に配慮した交通、また、利用者のニーズの高い住宅地や鉄道駅、主要な公共施設を結ぶ交通手段としての役割は大きく、持続可能な交通にしていかなければならない。

　　　　電気バスの導入については、当社も初めての試みではあるが、全力で取り組んでいく。

　　

　　・　委員

　　　　電気バスの導入については、これから増えていくことが見込まれるが、現在本格導入している市町村は上尾市等埼玉県内でも一部しかない状況である。他の自治体においても導入を検討する動きがあるため、新座市での取り組みを注視し、関係する自治体に情報を提供できたらと考える。

　・　委員

　　　志木市ではデマンドタクシーを実施しており、新座市ではコミュニティバスを運行している。タクシー事業者としては共存していきたいと考える。

　　　

・　委員

　　　今回市民の意見を取り入れながらルート案が作成されたが、次に重要なのは実際に運行開始された際に、このルートで走行するバスを市民に多く利用してもらうことである。市民の要望を聞き入れてせっかく作ったルートでも利用されなければ持続可能なものにはならない。

　　　運賃については、市民の要望もあり１８０円と値上げ幅を抑える形となったが、燃料代の高騰や、新型コロナウイルス感染症の影響により路線バスの事業者も収支に影響が出ている。コミュニティバスにおいても同様の影響はあるため今後の課題として検討していく必要がある。

　　　今回示された地域公共交通システム計画（案）はどのようなタイミングで（案）が外れのか確認したい。

　・　事務局

　　　今回の会議で修正があれば修正したものを市役所内部での会議に諮らせていただき、その後市の計画として案を外す運びとなる。

・　委員

　　　道場地区では路線バスが運行しており、コミュニティバスが走っていないためコミュニティバスの認知度が低い状況がある。えがおの里へ行くのにコミュニティバスを利用したいという声を聞くことがある。道場地区は調整区域ということもあり、高齢者が多い地区である。西武バスを利用してえがおの里へ行く場合、バス停から距離があり高齢者が歩いて行くには大変である。

・　委員　　

　　　乗り継ぎの際に待つバス停には屋根やベンチ等が整備されることが望ましい。また、場所によっては自転車で来てバスに乗る利用方法も予想されるためそういったことも踏まえて進めてほしい。

　・　委員

　　　免許返納後にバス停まで歩けない方にはデマンドタクシーが必要になると考える。今後検討に入れてほしい。

　・　委員

　　　本数の増便を求める意見がある。婦人会においてもルートが増えることなどを周知し、利用を促していきたいと考える。

　　・　議長

本数については今回６から８本まで増便となる。また土日祝日も運行す　

　る。

・　委員

　　こぶしの森に通所する方にとって新型コロナウイルス感染症の影響もあり、ピーク時と比べるとにいバス利用者は減っているものの、大切な移動手段であるため、配慮してほしい。

　　・　委員

今回の計画案は以前から出ていた要望はかなり改善されたと思う。畑中から市役所へのアクセスが悪く、道路の拡幅の問題があり現状にいバスの運行ができない状況であるが、道路の拡幅の問題が解消された場合、にいバスが通れると、畑中２、３丁目の方の市役所へのアクセス性が向上するため、その際には検討してほしい。

また、畑中地区の高齢化率が進んだ際には、デマンドタクシーの検討も入れてほしい。

・　委員

ひばりが丘ルートで栗原公民館前のバス停から出てすぐ右折することとなり、黄色いラインを跨がないと右折レーンに入れない。危険であるため、安全のために停留所をひばりヶ丘駅寄りに移動させることはできないか。検討してほしい。

　・　委員

　　　電気バスの導入を先駆けて行うということだが、県内の他市町村においても電気バスについて興味を持っているところがあると思うので、情報提供できたらと考える。

　・　委員

　　　道路管理者という立場で会議に出席させていただいている。にいバスの運行経路の中にも県道が含まれているため、今後のにいバスの円滑な運行に寄与できるよう協力できる部分があれば調整させていただきたい。

　　　スケジュールの中で６月から具体的な協議が始まるとのことなので、スムーズに協議できるよう所内で情報共有していく。

　・　委員

　　　警察の立場からは、歩行者や自転車の交通の安全を第一に考えて運行していただくようお願いしたい。

　　　今回新規バス停がいくつか設置予定となるが、設置位置については、既存のバス停と被らないことや、横断歩道の付近等危険なバス停とならない箇所に設置するよう検討いただきたい。また、設置の際には警察にも情報提供してほしい。

・　議長
　　他に意見はあるか。なければ議長の職を解かせていただく。

　　以上をもって、令和４年度第１回新座市地域公共交通会議は終了となった。
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